
第 1 章  平面上のベクトル  (18) 

演習 9  △ＯAB において，辺ＯＡを 3：2 に内分する点をＣ，辺ＯＢを 1：2 に内分する点

をＤとし，線分 AＤとＢＣの交点をＰとする。OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝𝑎 ，OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝�⃗� として，次の問に答えよ。 

（1） ＢＰ：ＰＣ＝ｓ：（1－s）とおくとき、OP⃗⃗⃗⃗  ⃗を s、𝑎 、�⃗� で表せ。 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
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※ 点 P は、線分 BC を ｓ：(1－ｓ)に内分する点。 

（2） ＡＰ：ＰD＝t：(1－t)とおくとき，OP⃗⃗⃗⃗  ⃗を t、𝑎 、�⃗� で表せ。 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
𝑡OD⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +(1−𝑡)OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ 

𝑡+(1−𝑡)
＝

𝑡

3
�⃗� ＋(1－t) 𝑎  ・・・② 

※ 点 P は、線分 AD を ｔ：(1－ｔ)に内分する点。 

（3） OP⃗⃗⃗⃗  ⃗を𝑎 、�⃗� で表せ。 

𝑎 、�⃗� は、1 次独立より、①、②を比較して、 
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これを解いて、ｓ＝
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従って、OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
1

2
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（4） 直線 OP の延長上と辺 AB との交点を Q とするとき、AQ：QB、OP:PQ を求めよ。 
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より、OP⃗⃗⃗⃗  ⃗は、AB を 1：3 に内分する位置ベクトルを
4

6
倍、すなわち、

2

3
倍したベクトル。 

従って、AQ：QB＝1：3、OP：PQ＝2：1  
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Ｃ  内積の利用  

ベクトルの内積を利用して、図形の性質を証明するには、次の 2 点がポイントになる。 

 

1. ＡＢ2＝|AB⃗⃗⃗⃗  ⃗|2＝AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・AB⃗⃗⃗⃗  ⃗      大きさは 2 乗する  

2. 3 点Ｏ、Ａ、Ｂが異なるとき、ＯＡ⊥ＯＢ ⇔ OA⃗⃗⃗⃗  ⃗・OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝0  垂直  

 

＜例 40＞ ＯＡ＝6、ＯＣ＝4 である長方形ＯＡＢＣにおいて、辺ＯＡ上にＯＰ：ＰＡ＝2：1 と

なる点Ｐ、辺ＯＣ上にＯＱ：ＱＣ＝3：1 となる点Ｑをとる。OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝𝑎 、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝𝑐 として、 

次の問に答えよ。 

（１）PB⃗⃗⃗⃗  ⃗を、𝑎 、𝑐 で表せ。 

PB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝OB⃗⃗⃗⃗  ⃗－OP⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

＝(𝑎 ＋𝑐 )－
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（2）QA⃗⃗⃗⃗  ⃗を、𝑎 、𝑐 で表せ。 

QA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝OA⃗⃗⃗⃗  ⃗－OQ⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

＝𝑎 －
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4
𝑐  

 

（3）ＰＢ⊥ＱＡを証明せよ。（※ PB⃗⃗⃗⃗  ⃗・QA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝0 を示せばよい。） 

PB⃗⃗⃗⃗  ⃗・QA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝(
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ここで、OA⊥OC より、OA⃗⃗⃗⃗  ⃗・OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝𝑎 ・𝑐 ＝0 

OA＝6 より、𝑎 ・𝑎 ＝|𝑎 |2＝OA2＝36 

OC＝4 より、𝑐 ・𝑐 ＝|𝑐 |2＝OC2＝16 

従って、PB⃗⃗⃗⃗  ⃗・QA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
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（1）別解  

PB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝PA⃗⃗⃗⃗  ⃗＋AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
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